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( 1 ) 南日本内側系火山帯に沿ふ九州の中央部を北東より南西に走る地震帯。
(2) 霧島火山帯に沿ふ南西諸島より鹿児島湾一霧島を通り阿蘇附近に達する地震帯。
(3) 北九州を海岸に沿ひ，東北東より西南西に走る瀬戸内系火山帯じ沿ふ地震帯。



































年 f4; 西暦 地 名 摘 要
(1 ) 天武天皇六年十二月 679 築 紫 地'~av ， 山 ~Jjv，人家倒壊多ジ




(3) 天平十四年十月二十三日 742 大 隅 、、
(4 ) 天平十六年五月十六日 744 肥 後
(五〕 天子制嘩二年六月五日 766 大
(ii) 奇観九年五河十二百 $7 珂 蘇 阿蘇山噴火ス
(7) 正嘉一年春 1宮57 霊苦 馬
(8) 永正四年二舟八百 1507 組 後
(9 ) 天文十三年間月二十二日 1544 護 理E
(10) 天文十四年三月 1545 薩 陸軍
(11) 慶長元年間七月十二日 15~lG ，盟 後!館後図津浪同宿落死70S
(12) 慶長三年七月二十九日 l.jリパ 盟 後 え?と島陥落





(14) :It文ご年九月十九日 1662 日向，大隅 it家 3800，死傷多0/，樟浪
(15) 寛文十年八月十五日 1670 r:t 馬
(16) 享保十年九月二十六日 1725 長 崎
(17) 享保十年十月四日 1725 長 崎
(18) 享保十五年一月二十凶日 1730 主干 馬
(19) 明和六年七月二十八日 1769 日 向
(20) 寛政四年四月一日 1792 均 !京 源泉語〈岳噴火，死 15200，浄浪，潰 12000
(21) 天保二年・十月十日 1831 目巴 白 佐賀城破損
(22) 明治二十年七月二十八日 1889 熊 オえ 潰署長 239，死 20
(23) 明治二十六年九月七日 1向93 薩 匝詰 家屋倒壊ア可
(24) 明治二十七年一月四日 1894 薩 軍事
(25) 明治三十一年八月十日 1898 築 自白 家屋破損 73
(26) 明治四十二年十一月十日 1909 日 向 洋
(27) 明治四十四年六月十五日 1911 幸喜界ヶ島 会話Q422， ~波 561，死 12
(28) 大正三年一月十二日 1914 捜 島 会潰 120，死 29
(29) 大正十一年十二月八日 1922 烏 原 全治 376，'死 27
(30) 昭和六年十一月二日 1931 日 向 洋 被害~
(31) 昭和六年十二月二十一日 1931 天 草 同
(32)一 昭和六年十二月二十二日 1931 天 主 同


















































年 月 H 手(J]iJJ(ミクロン) | 機初期綴微時動間jI 震 央 嫡要
AN AE Az 
メ
昭和四年四月十二日 -10 -1.0 -1.コ 21.7 鹿児島北方 精深層
トt
昭和1四年十月十日 +1.75 -0.75 +:.l.i;i 13.0 大分懸瀧*附近 総深層
s 
昭和1五年九月二十九円 +0.95 +0.3 +1.9 ，10.1 鹿児島南方 深月号
N 
昭和l七年一月二十一日 +1.5 +05 :>0.5 大隅海峡 深暦
トミ
昭和七年十一月十八日 +35 +2.0 +円l;) 匂 27.n 鹿児烏西海岸 深府
討
昭和入年十月二日 +10.5 +6.5 +59.0 12.7 大分県系竹悶附近 梢深.符
内



















































































































































































o I 5 4 
コョ記ロ1 I 4 20 3 I 4 9 I 2 I 5 2 
22 I 1 o I 5 I 5 20 
16 I 0 7 I 5 I 36 21 184 
4 I 3 4 I 5 I 5 8 94 
1011H日177 
12 I 1 5 一2 I 4 22 12 
1 I 70 7 9 225 






三とI~ I : I : ~ I ~ I :I ; I : I ;Uji I ~ I ~~ 
(別府温泉地場ニ震源ヲ有シ有感ナル地震回数)
ÄI 月 I :I~ けには 1; 十|十|十|一一言t'月月 月月月
昭和二年 2 
主
。。。。。。 。。 4 
昭和竺年 。 2 。。。 。。。。 8 
昭和四年 。 。。。2 。。。。。ー 2
昭和五年 2 27 。 3 。。。。。88 一 ..___，ー『ーー
i昭和六年 。。。。。 。宮 。 6 一昭和七年 。。。。。 。。。。。。
昭和ヘ年 。 8 。。。 8 。 。。。13 
昭和l九年 。。。 。。。 3 。。。 s 一昭和l十年 。。。。 oドL 5 。。1G-
計 5 4 8 30 4 2 13 6 6 2 2 。7干
〈日向洋ュ震源ヲ有スルモノ)
〉(|月 I: I ~ I :'五|六[七|八 l九 -; 1 i 1 i I計I~ I IJ 月fJ月
昭和二年 O 。2 o I 1 。一一 一一昭和三年 O 。。2 。。。。
昭和l周年 0 ワ 。 o I 1 。一一昭和寛年 1 。 o I 1 。。一一昭和六年 O 。。 2 I 0 27 8 
昭和七年 13 。 8 8 。。 2 26 一 一 一一昭和八年 2 。。。 o I 1 。。 5 一一昭和1九年 0 。 。 。。。 1-; 一一昭和l十年 0 。。。 o I 0 。




PL] 下Liili )J n 五 I:'; I七|八 I:~ I -)'; -/'; ;i)j I )J I ) I J] I /J I )J I )J I IJ I 。。
一一一
日百羽l三年 o I 0 I 0 10 10 
日目和WgJpl 15 I 0 i 0 1 17 
一一一









二丈I~ I ~ I : I引っ七|八|九 I-;ドリ|月 η. 月月月 )J I J I J I J]  )J I J] I )J
唖二引でよγよ|よ|よ_1_1_0_1_0_1_-_0_ 
昭和1:_Jr. 0 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0二日一o1_01111111101010111010_5_1
昭和l五if-I 0 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1. 0 1 2 
一一一一一一一一一一一 一
昭和l七年 o ! 0 I 2 I 1 I 1 I 1 I 4 I 1 I 1 I 1 I 1 I 1 I 14 
昭和八針 。oコす8コ|一1一一0一 o I 0 I 0 一1一一0一 6 
H百羽l九年 o I 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 0 1 1 1 0 1 0 1 1 1 2 1 1








































震群の中で三つの主要地震は 4.:'ifT， 5.5粁， 6.5粁の
深さに護震し，その他の除雲.!lX;は群生地震は 6粁か
ら7ft仏深さに最も多く護震して居る(第十闘参














































第 三: 去 別府附近群生地震表









































































;，'ー 1-/; H ) 
震の傾向があった。その傑震減衰塁手は一般の地震の俄震の場合と同様の減少を示して居る
のであって， 29日以後の地震は全く 25，6耐EIの除震に外ならなu、。この観測はウヰーへ Jレ
ト二百俗の観測結果であるが，大正15"1ごから 3ク年僻志間博士の考案製作された五高僚の




生することが知れ仁。大正15年11月6日， 7日， 8日にはこの種の微震が l日200凹に及んに
ことがある。昭和2年3月7日から15日迄の聞にクヰーへ Jレト地震計で・観iJlJの出来た童文は7日
第十一イ週 別府微震及び倣!liIJA己主主(五千(批豆担籾徴動計)(変動乃五:千[自) 昭和1三年"日月二十四日 1分=21.5糎
↓タイム ↓タイム 同上 昭和二年一月三十日 " < 
五回， 1:')11 ぺ回， 計七 r~~1 て・あっfこが， _ij.千11to)微動計では 7日十八凹，8日|ーへ|耳1，リH
内;問， !(川{り)日 !トa一F阿tlし，I日5口九rp阿同寸lト4仙;
地震の如去微小1な与υ:1士地山震而j~も' 併手μl : ifA出的11η!円~)Iにこ琵弁然〈するi阿頃附1I向，何'Jのあるものlは立か A る高倍率の鋭敏な器械
のiRIJ';主に 依らなければ良い結果は 1~J ()れなし J1tUj<[υ)鋭敏な器械を使用して観ilJさオLt:_
阿蘇火!lIU)微動に閲する {乍々博.1:ω版文があって火1出動ω消長と微動に闘する釘往な飢








から I!H:I迄群生地震ω瑳生t.t'見に この地震は別府に於て有感五回， ~.民感費問十三回を観
測 した。震央附5!i:では相蛍多くυJ藤生そ見fこことと忠はれるが 別府に於ては， 6日三回，
7日l.rJl_I，8 U 十二伊1. 9 U -. fl， 18 1I同，19EL:十1iJ.， ，illJ1，H・八n!1観測さオLtこo fDjれも
略同斡!隻りもυJTi架さも比較的浅いlH'生的に護震したものであるが詳述は省く。
別府地震の殺震機構









居ることを物語るものであるふ又fJltIJL引き いノ地震が数多く分布して居ること h それ等
の横波初動方向も大睦縦肢のわJ易IrlJ向に近いもののあることから，品:し裂輔が黍直面とあ
る角度を持って1船、て居る面内に起るものと考へるならば，主要断屠線を境として其の北
~~卜ー三岡 別府地 震 記録 (ウヰー へんト)(賓勤の白九十{合J 昭和五年四月二 十五日














‘ 地主主と(~~ '~jlp比は地ド水との闘係に就ては今 13 迄多くの研究がある Q これは可成り古くか





















































































































で2米齢である ν 地震計の出Hけである研究所(;l:;'f，j;僚か h約 2粁離れた海抜70米の場所に
ある。ウヰーへ Jレト地震計の傾斜感度よi(J度の 1.ft!;b~ ，ic級紙のJ :でが'j :m托ーの礎化告示す鋭
敏なものであるか，潮汐の}二j誠に依~.)て受けるI出艇の傾斜は約 q屯で角度の 100分0)3秒




































553， 756， 825， 40， 64-67， "1230? 39-40， 1265ー 74，81-86， 1305， 24， 31-35， 41-43， 
75-77， 87， 1434-38， 73， 85-86， 1505-06， 22， 33， 42， 58-64， 78-76， 82-87， 92， 
98-99， 1613， 20， 31， 37， 49， 68， 75， 83， 91， 1708-09， 64-65， 72-80， ".81-88 1804， 


































明治 8年 9月 70 
明治13年 7月 ! 5-1 
明治21年 8月 20 
明治27年 9J 20 
明治38年 8月 " 
りJ?合4.1皇子付 J




































































































































昭和二年 23 20 
昭和三年 26 22 
昭和四年 19 24 
昭和五年 13 20 
Rg干1プミ{r 24 23 
昭和l七年 13 25 
昭和l入年 30 27 
昭和l九.f[ 22 18 
昭和i-.f[123 18 
計 1193 197 
d史、-<. 貞 夫
脈動費生日数表
PLJ -~ ;;I-~ ノL :~ I -:1，1:I ~i I計J 
17 I 12 10 7 2 14 24 15 21 「宣19 1 13 10 13 14 22 19 23 22 22 25 1 15 1 4 13 9 1 20 10 20 一一
19 14 6 6 8 9 1 18 17 18 1.59 
19 16 10 6 12 1 14 17 21 19 1 192 
22 14 12 9 4 20 15 6 13 23 176 
30 22 20 17 ‘12 6 14 16 16 20 230 
23 15 7 8 9 7 15 15 13 25 177 
25 16 8 12 1 10 12 26 1 25 27 空10
199 134 93 110 149 141 158 201 1732 
j服動振幅表 (:jR隔ノ利)単位ミクロン
"-~I'-n ，I 斗五旦到出1己E喧主gLJ」君剖  i む| 八 | 九 1:I 十| 士1 11'- '.1 IJ I IJ I Il I Jl I IJ I H I IJ 月月月 IJ 一IJ 計
附剰1年一間D 一12.2!一0一61一!旦281β5 |一51.61一33.7!一59.6一91.7456.4 
刷 l 作1竺 !E主ij MZニ旦 !1 12 主|旦旦L E 自:IIDLIJJô I~竺 」三占~I_~_!.:~_ _!_~ニ~I~主!__!2J_I_E主回O.土
昭和五年 23.2 1~1~1~1_21_1 11.2' 27.3 I 30:1T 19.2 1-';7:0"136.;-136.31370.1 
昭和l六年五工 397 367121311ZZZ五 ziZ7可すEI32.51 221.2 
仰 l，-tJt'.15.9圭12LI23.8it!?14山 24113.11 9.0145.362リ 9.8
1開 l八年」笠 59土i35之 1~'~: " ' 11.8 !-32.8 l' 3~二三I~ニ!_I~竺 ω.6
1I!{fIl)L年 33う M 140111631100|14876n013371374!町制 294.0
11型1土生_J_l_:6_1~1 37主I~ 20.0 _6.5 I主336主.114344土.3』 21旦2 ニ三 ω




盟主三呈I~ニ~I~とI~i~ニ~I ~:~i_ 3.6 3.9 i 4.0 I 4.5 I 3.1 I 3.0 I 3.3 I 3.5 
(196 ) 
